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１．はじめに

第５回アジア国際皮革科学技術会議が，韓国

履物・皮革研究所主催・日本皮革技術協会及び

中国皮革工業協会の共催により，１１月５日か

Nongshim Hotel にら７日まで，韓国（釜山）の

おいて開催された．

この会議は，世界国際会議の中間年に，アジ

ア地区で皮革産業に携わる皮革研究者及び経営

者の技術向上・意見交換を目的に２年に１回開

催されている．日本では１９９６年（第３回）

， ．に姫路で開催されたが 韓国では初めてである

日本から杉田正見日本皮革技術協会会長・森脇

秀樹（社）日本タンナーズ協会会長及び皮革関

連試験研究機関などから１６名が参加した．中

国から張秀華中国皮革工業協会理事長以下２８

名，地元韓国から朴貞秀韓国履物・皮革研究所

所長以下約４０名，その他の一般参加を含め総

勢約１００名が参加した．これらの概要につい

て報告する．

張秀華理事長と著者（会議場にて）

２．特別講演

１１月５日９時からオープニングセレモニー

として，朴貞秀，張秀華，森脇秀樹による各国

代表の開催挨拶がなされた．その後，以下のテ

ーマによる特別講演が行われた．

①２１世紀の中国皮革産業

（中国皮革工業協会）Zhang Shuhua

②日本の皮革産業と廃棄物処理の現状

杉田正見（日本皮革技術協会）

３．研究発表

研究発表は５日の午後から６日の２日間にわ

たり，口頭発表３３とポスター発表２６がなさ

れ，活発な質疑応答・意見交換が行われた．こ

， 「 」れらの講演要旨については 追って 皮革科学

に掲載されるので，ここでは日本の発表テーマ

のみを紹介する．

①靴用非クロム革の特性：角田由美子（昭和女

子大学）

GC－MS分析：佐藤恭司②皮革中の揮発性成分の

（大阪産技総研）

③微生物による皮革屑の分解：鈴木興輝（日本

皮革研究所）

④工業用ゼラチン製造におけるクロムシェービ

Cr－エントリンジャイトの生成：隅ング屑から

田卓（兵庫県立工業技術センタ－）

⑤皮革製品及び他産業製品の廃棄物処理に関す

る検証：今泉徹（日本皮革技術協会）

⑥毛を回収する脱毛方法から回収した豚毛の溶

解性：砂原正明（都立皮革技術センタ－）
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３．見学会

最終日の７日に韓国履物・皮革研究所を見学

した．当研究所は，韓国の靴・皮革産業を育成

するために，素材及び部品開発，生産自動化研

究，デザイン研究及び各種試験分析などの靴・

皮革の研究開発と教育を行い，その成果を業界

に普及し，国際競争力を高めることを目的とし

て１９８７年に開設された．主な業務内容は，

①靴材料研究開発，②皮革素材，加工技術のの

開発及び廃棄物再利用技術開発，③生産自動化

機械開発，生産管理システム及び専門ソフト開

発，④靴デザイン研究，⑤素材及び化合物の試

験分析，⑥靴・皮革関連人材の育成，⑦技術指

導及び情報提供サービスである．そして，これ

らの業務分野ごとに専用の研究室及び研究機器

と試作試験設備を有しており，また会議室，講

演会場，休憩室などの付属施設も羨ましいくら

いに立派であった．

なお，次回の第６回国際会議は２００４年秋

に日本で開催されることになった．

日本の参加者（履物・皮革研究所にて）

「和歌山レザーフェスティバル２００２」の紹介

皮革分場 主任研究員 田口義章

平成１４年１１月３～４日に和歌山ビッグ愛

で「和歌山レザーフェスティバル２００２」が

開催された．このフェスティバルは，県の主要

な地場産業である皮革産業を広く県民に紹介す

ると共に，天然皮革の良さと県産皮革の優良さ

をＰＲすることを目的に毎年開催されている．

皮革分場も毎回参加して試験試作した革を展

示している．

今回は，和歌山県製革事業協同組合と協力し

て昨年度試作した，水性塗料で仕上げした環境

に優しいヌメ革及び非クロム鞣し床ベロア，そ

して今年度試作中の銀付き調に仕上げた非クロ

ム鞣し床革を出展した．また，ヌメ革を用いて

試作したバックと袋物も展示したところ，非売

品にも拘わらず，入手方法を訊ねる人が多数あ

り盛況であった．

和歌山製革事業協同組合は，組合員が開発し

た新しい革素材及び和歌山オリジナルブランド

の革製品のＰＲを行った．
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脱臭基剤の簡易脱臭効果試験法

薬事開発部 主査研究員 石井光代

１．はじめに

近年，住環境や生活様式の変化にともない脱臭・消臭製品の需要が増加し，市場には多種類の製品

が出回っています．脱臭基剤としては活性炭が従来から使用されていますが，和歌山県特産の備長炭

や竹炭等の炭の効果が注目されつつあり，当センターにも脱臭効果に対する問い合わせが寄せられて

います．そこで今回，当部で実施している各種脱臭基剤の脱臭効果を簡易的に試験する方法について

紹介します．

２．においについて

家庭での代表的な悪臭については 「４大悪臭」として，アンモニア（汗，尿の刺激臭 ・トリメチ， ）

ルアミン（魚類の腐敗臭 ・メチルメルカプタン（玉ねぎの腐敗臭 ・硫化水素（卵の腐敗臭）があり） ）

ます．その他にホルムアルデヒド（シックハウス症候群の原因とされる）やアセトアルデヒド（タバ

コ臭の一成分）などが問題となっています．これらの悪臭をどれだけ減少させるかが脱臭基剤の効果

の目安となります．

３．試験方法

図１の装置を使用し，時計皿に対象臭気物質，中板の上にお茶・だし用パックに入れた脱臭基剤を

置き，直ちにふたをします．硫化水素の場合は，上口部分より標準ガスを入れた後，直ちに検知管を

差し込みます．一定時間放置後，ガス検知器を使用し，横口より空気を送り込みながら同時に同容量

(％)を求めます．の空気を上口より吸引し，次式によりガス減少率

(％)＝(Ａ－Ｂ)/Ａ×100ガス減少率

Ａ：ブランクのガス濃度 Ｂ：脱臭基剤のガス濃度

一例として，備長炭の一時間後における脱臭試験の結果を図２に示します．

４．まとめ

家庭での代表的な悪臭に対する脱臭基剤の効果が，ガス検知管法により，高度な機器を使用するこ

となく簡便に調べることができます．今回は，一例として備長炭の一時間後の脱臭効果を示しました

が，測定時間を変えることによる効果の経時変化や脱臭基剤を変えることによる脱臭効果の違いなど

を調べることができます．この方法は，新商品開発の際の簡易試験法として有用であると考えられま

す．

【図１ 装置】 【図２ 備長炭粉の脱臭効果（１時間 】）
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設 備 紹 介

箱形電気炉（平成１４年度日本自転車振興会補助設備）

材料技術部

鉄鋼および非鉄金属材料の焼きならし・焼きなまし・焼きもどしなどの処理を対象にし，新素材開

発並びに組織および加工性の改良，合金などへの添加物の検討など，幅広く対応できる電気炉です．

仕様温度は最高１５００℃で，酸化物系のセラミックスでも比較的低温焼成のものには対応できま

す．また，軽量であるなど処理品の条件を制約すれば，炉床板を変更するなどして，下記の仕様中の

昇温速度についても１３００℃まで６０分程度での昇温が可能です．

仕様

G１．型式 ＳＣ－３５６０

２．温度 最高 １５００℃，常用１５００℃

３．昇温速度 室温から１３００℃まで１２０分（空炉にて）

４．雰囲気 大気（酸化雰囲気）

５．温度分布 約 ５℃（有効寸法内，空炉にて安定時）±

６．発熱体 炭化珪素

７．炉内寸法 Ｗ３５０ Ｈ３５０ Ｄ６００ｍｍ× ×

８．炉床耐荷重 ６０ｋｇ

９．ヒーター容量 ２１．６ＫＷ

http://www.keirin.go.jp/
http://www.keirin.go.jp/


5和工技 TECHNORIDGE 257(2003)

超臨界装置（平成１４年度日本自転車振興会補助設備）

化学技術部

近年，化学物質の製造に関しては，環境との調和という観点に立った研究開発や新しいプロセスの

構築が必要とされています．

超臨界流体は，有機合成反応における従来の有害な有機溶媒の代替として，広く利用できる可能性

があり，環境調和型有機合成プロセス構築のキーテクノロジーの一つに位置づけられています．

本装置は，超臨界 ，超臨界メタノールなどの特異な反応場を提供する装置であり，様々な有機CO2

， ， ．合成反応の開発 プラスチックのリサイクル 新素材の開発等の基礎的な検討を行うことができます

国で行っている当該装置（技術）を用いた研究開発事業例

－ NEDOの委託を受けて 化学技術戦略推進機構が実施 －

テ ー マ： 超臨界流体利用環境負荷低減技術研究開発」「

事業目標：超臨界流体中での未知現象の発見・解明・実用化を支援しうる共通基盤技術の構築

期 間：平成１２年～１６年

参画機関：独立行政法人 産業技術総合研究所（東北センター，筑波センター）

東北大学，東京大学，㈱東芝など１７機関

反応液等送液ポンプ

PU-2080 plus日本分光（株）

全自動圧力制御装置

SCF-Bpg日本分光（株）

超臨界流体送液ポンプ

SCF-Get日本分光（株）

反応容器

SUS316

温度制御装置

http://www.keirin.go.jp/
http://www.keirin.go.jp/
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パーティクルカウンター（光散乱式自動粒子計数器）

薬事開発部

空気中の浮遊微粒子の粒径及び個数を測定し，粒子濃度を求める粒子濃度自動測定装置で，クリー

ンルームの空気清浄度の評価等に用います．特に医薬品や食品製造の分野では，空気中の微粒子を管

kgの持ち運びに便利なポータブルタイプで，測定理する必要があり，本装置が役立ちます．重さ約８

終了後，粒径区分毎のデータが付属のプリンターにプリントアウトされます．毎年，校正を行ってい

ます．

メーカー：リオン㈱

形式：ＫＣ－０１Ｃ

仕様：

光学系 光軸交角７０度側方散乱方式

光源 レーザーダイオード

受光素子 フォトダイオード

流体系 シースエアー方式

0.5L/分試料空気流量

0.3，0.5，1，2，5μmの各粒子以上粒径区分

0～100,000個/L（計数損失5％以下）個数濃度

1L(2分)，10L(20分)，0.01CF(約34秒)，0.1CF(約5分40秒)及び手動試料空気量

測定モード 測定終了後，次の測定が指示されるまで測定を保持して待機するか

（ ，または約 秒経過後，再び自動的に繰り返すか（ ）HOLD 10 REPEAT）

いずれかを設定

5～35℃，20～85％RH以下（ただし，結露しないこと）使用温度湿度範囲

29( )×11( )×35( )cm 8kg寸法，重さ 約 幅 高さ 奥行 （突起部を除く ，約）
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研 修 生 と し て

チョーヤ梅酒㈱ 赤木知裕

化学技術部の谷口部長と弊社社長とのご縁によ

， ．り 平成１３年４月より共同研究を開始しました

弊社は，ワイン製造より創業しましたが，和歌山

の良質な梅との出会いを機に梅酒メーカに転身

し，おかげさまで今では全国の多くの方々に美味

しい梅酒を提供できるようになりました．

昨今，人々の関心は健康にあり，中でも医食同

源の流れから毎日摂取する食事が見直され，これ

まで研究されていなかった様々な機能性が明らか

にされつつあります．また世は情報化社会ですの

で，研究成果についても容易に知り得ることがで

きるようになりました．そうした流れの中で，梅

を軸にしている弊社（＝産）と日本一の梅産地である和歌山県の工業技術センター（＝官）とが手を

組み，梅の加工法や機能性の研究を行うことは非常に有意義なことであります．私達も梅酒に含まれ

， ． ，る抗酸化物質の総合的評価を行い 昨夏の日本食品科学工学会において学会発表を行いました 今後

梅関連の研究成果の充実と梅市場の活性化が相加相乗効果を生み出すことを期待しております．

工業技術センターで非常に驚いたことは，分析機器が充実し入念に管理されていることでした．ま

た，職員の方々は，実験等の悩みに親身になって相談に乗って下さいますし，いつも丁寧かつ適切な

アドバイスがあります．企業の方々が気楽に相談できる環境があります．最後にこの場を借りて日頃

お世話になっている職員の方々に御礼を申し上げます 「 から梅市場に新しい風を！」ありが． WINTEC

とうございました．

研究生・研修生の受入について

工業技術センターでは，中小企業の技術者の養成及び能力の向上を図るため，研究生・研修生を受

け入れて，基礎から応用技術までの研究指導，技術研修を行います．

また，この制度により，工業技術センターの技術開発研究のシーズを習得していただき，企業に技

術移転を行います．

平成１１年度２８名，平成１２年度３５名，平成１３年度２３名の研究生・研修生を受け入れてい

ます．

お申込みについては，所定の申請書に履歴書，健康診断書（３ヶ月以上の場合）を添えて，所長あ

てに提出してください．

研究・研修に要する機器，器具等は工業技術センターに設置しているものを使用しますが，消耗品

については，原則として，研究生・研修生側に負担していただきます．

和工技 TECHNORIDGE 257(2003)
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国際プラスチックフェア2002（IPF2002）に出展して

材料技術部 高分子材料担当 森 一

平成 年 月 日～ 日にかけて幕張メッ14 11 9 13

セで行われた国際プラスチックフェア （産2002

学官コラボレーションの広場）において 中小企,

業技術開発産学官連携促進事業で得られた高分

子廃棄物のケミカルリサイクルに関する研究成

果及び生分解性プラスチックに関する技術シー

ズを発表しました は３年に 度行われ. IPF2002 1

るプラスチック ゴムに関する国内最大級の展示,

会で 今回は国内外 社の最新技術が紹介され, 820

.ていました

来場された方々の環境に関する関心は高く ケ,

ミカルリサイクルや生分解性プラスチックにつ

いて熱心に質問されることが多くありました 国内外の多数の方に和歌山県工業技術センターの技.

, .術を知って頂き 非常に有意義な発表でした

インフォ・フェア ’02 in わかやま に参加して

システム技術部 電子システム担当 伊東隆喜

平成14年10月30日・31日の両日，県民交流プラザ和歌山ビック愛で開催されたインフォ・フ

ェア‘ 02 inわかやまに出展致しまし

． ，た 当日は組子衝立製作支援システム

POF(プラスチック光ファイバ)の接続評

価試験，光造形モデルの紹介などを行

いました．会場にはブロードバンド化

に対応したラストワンマイル，電子自

治体関連機器や医療，建設，各種の事

務ソフトが数多く見受けられ，各企業

のIT産業への意気込みを感じました．

概要はhttp://infofair.wakasa.or.jp/

に紹介されていますのでご覧下さい．

（参加者：前田裕司，伊東隆喜）
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